
六　
月　
六　
日　
、　「　
大　
江　
・　
岩　
波　
裁　
判　
を　
支　
援　
し　
沖　
縄　
の　
真　
実　
を　
広　
め　
る　
首　
都　
圏　
の　
会　
」　
結　
成　

総　
会　
が　
文　
京　
区　
民　
セ　
ン　
タ　
ー　
で　
開　
催　
さ　
れ　
、　
一　
五　
〇　
人　
が　
参　
加　
し　
ま　
し　
た　
。　

「　
大　
江　
・　
岩　
波　
裁　
判　
」　
は　
、　
沖　
縄　
戦　
終　
結　
か　
ら　
六　
〇　
年　
後　
の　
二　
〇　
〇　
五　
年　
八　
月　
、　「　
沖　
縄　
戦　

初　
期　
に　
渡　
嘉　
敷　
島　
と　
座　
間　
味　
島　
で　
起　
こ　
っ　
た　
『　
集　
団　
自　
決　
』　
は　
軍　
の　
命　
令　
で　
は　
な　
か　
っ　
た　
」　

と　
し　
て　
、　
大　
阪　
地　
方　
裁　
判　
所　
に　
提　
訴　
さ　
れ　
た　
も　
の　
で　
す　
。　
原　
告　
は　
、　
当　
時　
の　
座　
間　
味　
島　
守　
備　

隊　
長　
・　
梅　
澤　
裕　
氏　
と　
、　
渡　
嘉　
敷　
島　
守　
備　
隊　
長　
・　
赤　
松　
嘉　
次　
氏　
（　
故　
人　
）　
の　
弟　
で　
あ　
る　
赤　
松　
秀　

一　
氏　
。　
被　
告　
は　
岩　
波　
書　
店　
及　
び　
大　
江　
健　
三　
郎　
氏　
。　
請　
求　
理　
由　
は　
、　
岩　
波　
書　
店　
が　
出　
版　
し　
た　

『　
太　
平　
洋　
戦　
争　
』　（　
家　
永　
三　
郎　
著　
）　『　
沖　
縄　
問　
題　
二　
十　
年　
』　
中　
野　
好　
夫　
／　
新　
崎　
盛　
暉　
著　
…　
の　
ち　

取　
り　
下　
げ　
『　
沖　
縄　
ノ　
ー　
ト　
』　（　
大　
江　
健　
三　
郎　
著　
）　
の　
中　
で　
赤　
松　
・　
梅　
澤　
両　
氏　
が　
「　
住　
民　
に　
自　

決　
命　
令　
を　
出　
し　
て　
い　
な　
い　
の　
に　
」　
出　
し　
た　
よ　
う　
に　
書　
か　
れ　
、　
著　
し　
く　
名　
誉　
を　
毀　
損　
さ　
れ　
た　
こ　

と　
。　
よ　
っ　
て　
原　
告　
は　
被　
告　
に　
①　
こ　
れ　
ら　
の　
出　
版　
物　
の　
出　
版　
・　
販　
売　
・　
頒　
布　
を　
や　
め　
る　
、　
②　
全　

国　
紙　
に　
謝　
罪　
広　
告　
を　
出　
す　
、　
③　
原　
告　
に　
慰　
謝　
料　
を　
支　
払　
う　
こ　
と　
を　
求　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　

出　
版　
後　
三　
〇　
年　
以　
上　
も　
過　
ぎ　
て　
い　
る　
の　
に　
、　
な　
ぜ　
唐　
突　
に　
訴　
訟　
を　
起　
こ　
さ　
れ　
た　
の　
か　
。　
発　

端　
は　
「　
自　
由　
主　
義　
史　
観　
研　
究　
会　
」　
が　
二　
〇　
〇　
五　
年　
四　
月　
に　
始　
め　
た　
「　
沖　
縄　
プ　
ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト　
」　

で　
し　
た　
。　「　
住　
民　
は　
軍　
命　
の　
た　
め　
で　
は　
な　
く　
、　『　
お　
国　
の　
た　
め　
に　
』　
自　
発　
的　
に　
死　
ん　
だ　
」　
と　
い　

う　
主　
張　
を　
か　
か　
げ　
「　
日　
本　
軍　
に　
よ　
る　
『　
沖　
縄　
戦　
集　
団　
自　
決　
強　
要　
』　
は　
事　
実　
で　
は　
な　
い　
」　
こ　
と　

を　
明　
ら　
か　
に　
し　
て　
「　
軍　
の　
名　
誉　
を　
回　
復　
す　
る　
」　
の　
が　
、　
そ　
の　
目　
的　
で　
す　
。　「　『　
集　
団　
自　
決　
強　
要　
』　

の　
記　
述　
を　
教　
科　
書　
か　
ら　
削　
除　
す　
る　
」　
こ　
と　
は　
、　
当　
初　
か　
ら　
の　
目　
標　
で　
し　
た　
。　
赤　
松　
・　
梅　
澤　
両　

氏　
に　
つ　
い　
て　
は　
「　
直　
接　
命　
令　
は　
下　
し　
て　
い　
な　
い　
」　
と　
す　
る　
記　
述　
の　
載　
っ　
た　
本　
も　
あ　
り　
、　
二　
人　

は　
い　
わ　
ば　
格　
好　
の　
素　
材　
で　
し　
た　
。　

昨　
年　
六　
月　
、　
被　
告　
を　
支　
え　
る　
「　
大　
江　
健　
三　
郎　
・　
岩　
波　
書　
店　
沖　
縄　
裁　
判　
支　
援　
連　
絡　
会　
」　
が　
大　

阪　
で　
発　
足　
し　
ま　
し　
た　
。　
そ　
し　
て　
一　
年　
遅　
れ　
て　
「　
首　
都　
圏　
の　
会　
」　
が　
発　
足　
し　
ま　
し　
た　
が　
、　
き　
っ　

か　
け　
は　
今　
年　
三　
月　
末　
、　
文　
部　
科　
学　
省　
の　
教　
科　
書　
検　
定　
で　
高　
校　
の　
歴　
史　
教　
科　
書　
に　
対　
し　
て　
「　
沖　

縄　
戦　
の　
『　
集　
団　
自　
決　
』　
の　
記　
述　
か　
ら　
「　
日　
本　
軍　
の　
命　
令　
」　
を　
削　
除　
せ　
よ　
」　
と　
い　
う　
検　
定　
意　
見　

が　
つ　
い　
た　
こ　
と　
で　
す　
。　
文　
科　
省　
は　
検　
定　
意　
見　
を　
出　
し　
た　
理　
由　
の　
一　
つ　
と　
し　
て　
「　
沖　
縄　
戦　
集　
団　

自　
決　
冤　
罪　
訴　
訟　
」　
を　
挙　
げ　
て　
い　
ま　
す　
。　「　
冤　
罪　
訴　
訟　
」　
と　
は　
原　
告　
側　
の　
呼　
び　
方　
で　
す　
。　
判　
決　

も　
出　
て　
い　
な　
い　
裁　
判　
の　
、　
し　
か　
も　
原　
告　
の　
主　
張　
だ　
け　
を　
参　
考　
に　
す　
る　
な　
ど　
、　
ど　
う　
考　
え　
て　
も　

お　
か　
し　
な　
こ　
と　
で　
す　
。　

沖　
縄　
で　
は　
「　
軍　
が　
死　
を　
強　
要　
し　
た　
の　
が　
『　
集　
団　
自　
決　
』　
の　
実　
態　
」　
と　
体　
験　
者　
が　
怒　
り　
の　
声　

を　
あ　
げ　
、　
そ　
の　
怒　
り　
は　
全　
県　
に　
広　
が　
り　
ま　
し　
た　
。　
そ　
し　
て　
四　
月　
一　
一　
日　
に　
東　
京　
で　
も　
緊　
急　
集　

会　
が　
行　
わ　
れ　
、　「　
歴　
史　
の　
歪　
曲　
を　
許　
さ　
な　
い　
」　
と　
い　
う　
意　
志　
の　
も　
と　
に　
「　
大　
江　
・　
岩　
波　
裁　
判　

を　
支　
援　
し　
沖　
縄　
の　
真　
実　
を　
広　
め　
る　
首　
都　
圏　
の　
会　
」　
が　
発　
足　
し　
た　
の　
で　
す　
。　

総　
会　
で　
は　
、　
岩　
波　
書　
店　
『　
世　
界　
』　
編　
集　
長　
の　
岡　
本　
厚　
さ　
ん　
が　
裁　
判　
に　
つ　
い　
て　
報　
告　
し　
、　

「　
教　
科　
書　
検　
定　
で　
訴　
訟　
の　
意　
味　
が　
大　
き　
く　
転　
換　
し　
た　
」　
と　
述　
べ　
ま　
し　
た　
。　
今　
ま　
で　
証　
言　
し　
な　

か　
っ　
た　
体　
験　
者　
が　
「　
証　
言　
し　
て　
も　
い　
い　
」　
と　
言　
い　
始　
め　
る　
な　
ど　
、　
事　
態　
は　
大　
き　
く　
動　
い　
て　
い　

ま　
す　
。　
記　
念　
講　
演　
は　
沖　
縄　
国　
際　
大　
学　
教　
授　
・　
石　
原　
昌　
家　
さ　
ん　
。　「　
第　
三　
次　
家　
永　
教　
科　
書　
訴　
訟　
」　

（　
沖　
縄　
戦　
で　
の　
日　
本　
軍　
に　
よ　
る　
住　
民　
虐　
殺　
の　
記　
述　
に　
対　
す　
る　
文　
部　
省　
検　
定　
意　
見　
に　
抗　
議　
）　
な　

ど　
を　
例　
に　
と　
り　
な　
が　
ら　
「　『　
集　
団　
自　
決　
』　
と　
い　
う　
言　
葉　
は　
軍　
民　
一　
体　
の　
戦　
闘　
・　
殉　
国　
死　
を　
意　

味　
し　
、　
靖　
国　
思　
想　
を　
表　
象　
す　
る　
言　
葉　
で　
あ　
る　
」　
と　
し　
て　
、　
安　
倍　
政　
権　
が　
狙　
う　
「　
軍　
民　
一　
体　
意　

識　
の　
形　
成　
」　
に　
警　
鐘　
を　
鳴　
ら　
し　
ま　
し　
た　
。　

沖　
縄　
で　
は　
六　
月　
九　
日　
に　
「　
沖　
縄　
戦　
の　
歴　
史　
歪　
曲　
を　
許　
さ　
な　
い　
沖　
縄　
県　
民　
大　
会　
」　
が　
県　
民　
広　

場　
で　
開　
催　
さ　
れ　
、　
三　
五　
〇　
〇　
人　
が　
集　
い　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
決　
議　
を　
も　
っ　
て　
六　
月　
一　
五　
日　
に　
は　
沖　

縄　
か　
ら　
抗　
議　
団　
が　
上　
京　
し　
、　
文　
部　
科　
学　
省　
に　
申　
し　
入　
れ　
た　
後　
、　
院　
内　
集　
会　
を　
開　
催　
し　
ま　
し　
た　
。　

大　
阪　
地　
裁　
で　
の　
次　
回　
公　
判　
は　
七　
月　
二　
七　
日　
、　
そ　
し　
て　
九　
月　
一　
〇　
日　
に　
は　
那　
覇　
地　
裁　
で　
「　
出　
張　

法　
廷　
」　
が　
行　
わ　
れ　
、　
渡　
嘉　
敷　
島　
の　
体　
験　
者　
で　
あ　
る　
金　
城　
重　
明　
さ　
ん　
が　
証　
言　
す　
る　
予　
定　
で　
す　
。　

「　
首　
都　
圏　
の　
会　
」　
も　
連　
続　
講　
座　
を　
開　
催　
す　
る　
な　
ど　
活　
発　
に　
動　
い　
て　
い　
ま　
す　
。　
今　
後　
の　
活　
動　

に　
つ　
い　
て　
は　
、　
会　
の　
ブ　
ロ　
グ　
を　
ご　
参　
照　
く　
だ　
さ　
い　
。　

（　
芦　
澤　
礼　
子　
／　
大　
江　
・　
岩　
波　
裁　
判　
を　
支　
援　
し　
沖　
縄　
の　
真　
実　
を　
広　
め　
る　
首　
都　
圏　
の　
会　
）　
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視
点
・
論
点

③

大　
江　
・　
岩　
波　
裁　
判　
を　
支　
援　
す　
る　
会　
が　
首　
都　
圏　
で　
も　
発　
足　

芦
澤
礼
子




